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認定こども園への移行に向けた現状と課題 

本市においては、近年少子化が進行し、出生数が減少傾向にあります。子どもたちが安心して過
ごし、友達との関わりを通して成長できる教育・保育環境を、将来にわたって確保することが大切
です。認定こども園への移行を検討する背景として、次の現状と課題があります。 

1.   園児数・出生数の減少 

少子化に伴う園児数減少への対応が必要です。幼児期には、友達と遊び、協力したり、互いの思
いに触れたりする経験が大切です。園児数と出生数の推移を踏まえ、子ども同士の多様な関わりや
集団での活動の機会を確保できる環境を整える必要があります。 
 

（参考）7 年間の在園児数と出生数                                 （単位：人） 

区分 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 

幼稚園在園児数 39 29 24 22 24 27 23 

出生数 65 88 56 57 42 31      22 ※ 

                                                                                  ※令和 8 年度は 4～8 月 分の数値 

2.   幼保小連携と教育・保育の質の向上 

今後の幼稚園教育要領の改訂や、幼児期の学びを小学校へ繋ぐ「幼保小の架け橋期」への対応が
求められています。幼稚園と保育所が培ってきた取り組みを生かし、教育・保育の質を高める必要
があります。 

3.   教育・保育ニーズの変化 

家庭の状況や保護者の働き方によって、必要とする教育・保育の時間は異なります。幼稚園の教
育機能と保育所の保育機能を一体的に提供することで、地域の子どもが同じ施設で育ち合える環境
の整備が全国的にも求められています。 

4.   現在地の安全面 

現在の幼稚園は、津波ハザードマップ上の浸水想定区域に位置しています。子どもたちの安全を守
るため、避難訓練等の災害への備えだけでなく、さらなるリスク軽減を目指し、施設の立地を含め
た安全対策を考える必要があります。 


